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事業費（人件費除く）の財源内訳
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H22
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Ｃ 現状維持 今後スクールバスと行政バスの重複区間の適正化を検討する。
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細々目

款

コード

行政バス運行経費

市内交通機関の利便性を高める
目

バスの利便性の向上

区分

会計

項

名               称
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事業名
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施　策

数量 金  額 金  額単位単位 数量数量 金  額単位 事 業 内 容事 業 内 容 数量 金  額 事 業 内 容単位事 業 内 容単位 数量 金  額単位

72
30,000

改善についての取り組み

　

評価項目についてのコメント

効率性

3

3

必要性

有効性

4

3

達成度

市町村自主運行バス運行費補助金
（8/20）

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ）

Ａ
の
財
源
内
訳

3,655

19,436
23,627 30,072

市町村自主運行バス運行費補助金
（5/20）

市町村自主運行バス運行費補助金
（7/20）

23,518
27,173

21,746

市町村自主運行バス運行費補助金
（6/20）

市町村自主運行バス運行費補助金
（5/20）

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

市町村自主運行バス運行費補助金
（5/20）

27,032 27,032

8700

人0.3

30,072
　 　
　 Σ

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

３路線は、中山間地域の唯一の公共交通機関であり、交通手段を持たない中・高校生や高齢者の移動手段として必要で
ある。

道路改良等による通行止めがあるが、利用者に不便のないよう迂回運行を実施し、運行便数の確保して有効性を図って
いる。

運行路線数及び運行便数は目標数値を達成している。

運賃の改定により収支率も利用者数も低下した。最大１回７００円の料金額となる路線等はさらに利用率の低下などに向
かう可能性もあり、効率面での検討が必要である。

(千円)

平成２４年度 計画内容
事 業 内 容

30,072

運行業務委託料

需用費

総合評価 事業の方向性

7

1114

101

事業の成果を測る指標

収支率

年間利用者数

評価項目 ポイント

企画費

バス等対策事業経費

行政バス運行経費

25,418　 Σ

総務管理費

　 　

　 (千円)

32,232

0.30.3 人 2,160 人件費（Ｂ）

30,072

30,000
72

事業費計(A) 　
　 　 　

Σ

運行業務委託料

　 　 　

0.3

Σ 30,072

30,072

　

人 2,160

　

(千円)

72
30,000

　 (千円)

需用費

29,333

　

人件費（Ｂ）

　 Σ

人 2,160 人 2,160

事業費計(A)

人件費（Ｂ）

27,173

人件費（Ｂ）

　

0.3

事業費計(A)
　
事業費計(A)

人件費（Ｂ） 0.3 人 2,160

25,787

23,627事業費計(A)
　 　

　 Σ

平成２３年度 計画内容平成２２年度 計画内容平成１９年度 決算内容

公共交通機関の空白地域の生活交通手段の確保と高齢者をはじ
めとする交通弱者の移動手段の確保を図る。

(千円)

運営主体

　
事 業 内 容 数量
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進捗率
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状
況
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化
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金  額
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備
考
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事
業
内
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基本計画該当頁
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工事

(千円)
運行業務委託料

需用費72

　

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 補助 事業類型

3

・廃止代替バス３路線を三重交通（株）へ委託して運行する。
・滝線（片道10.1ｋｍ）
・高尾線（片道16.8ｋｍ）
・霧生線（片道13.3ｋｍ）を４～５往復運行した。
・料金改定のチラシを配布して周知を図った。

・廃止代替バス路線３路線をＨ12年度より運行している。
・H20年1月から対キロ運賃（乗車距離に応じた運賃）とし
た。
・市内の他の廃止代替バスと同様の取り扱いとなった。
･ダム周辺整備事業関連の道路整備に伴い迂回運行の
必要から経費の増額がある。

4
年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

公共交通機関の空白地域における市民

（※対象件数

根拠法令・要綱等 道路運送法・三重県バス運行対策費補助金交付要綱

千円
市内の類似施設

2

総事業費 千円

配置（予定）人員 人

平成２０年度 決算内容

　

3

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

関連事業
年度

　委託先

年度

27,173

　
運行業務委託料 27,173

2,160

運行業務委託料

需用費
25,346

　 　

目標

実績

目標 3
実績 3

運行業務委託料

27,032

27,578 32,232

30,072

3,0403,040

30,072

32,232

平成２１年度 計画内容

25,418 30,072

3,672 3,040

事      業      費
国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債
受益者負担

25,41823,627

4,191

そ   の   他
一 般 財 源

計

コード

名称
担当部課

750100

青山支所　総務振興課

終了年度 平成

評価者
氏　名

立山　恵子 連絡先
52

(内線)

実績

H19 H20 H21

実績値
単位指標設定の考え方

持続可能な収支であるか。

需要があるか

％

人

目標

実績

目標

実績
80000

40
実績 35.8
目標 80000

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


